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1  ま えがき

苗木の根ぐされ病は、重要
病害となつているにも

かかわらず、未だ的確な防除対
策も見出されてい

ない現状である。この原因
は、病原菌以外の要因

の介在によつて誘発され
るという複雑な発生過程に

ょるものとみられ、なかでも土壌
線虫は、介在因子と

して重要な働きをしてい
るものとみられる。土

壌線虫の防除法に
ついてはヽ過去 3か年間に実施

した試験結果から、その大要
を把握 し得たので、l l g

和 4 4年 度から3か年
にわたり、国庫の功成を得

て土壌線虫と根 じされ被害
との関連性を中心に次の

付帯事項を合せて検討
したので、その結果を報告す

る。

即ち、昭和 4 4年 度は、
既往の試験結果に基

づき、最も有望と目される、
N C S、 E D B、 アイオ

ピクl )ン(ク ロ
~ル ピ1 )ソン)テ ラタア

~ P ( 5 1 2 1剤 )な ど殺線虫剤のほかに殺菌革
用剤として有

機水銀剤 を加 えて、各種案
剤の効果 を比較検討

したo

昭和 4 5 年 度では、
N C S 、  ド P ル クロ

~ル ( ク P ~ ル ピクリ
ン )、 テラタア

~

して、薬剤 を施用 した場合
に目1次的 に現われる苗木

の徒長を防止する対策
として、

らびに施用室素量を調節す
る方法を試みた。

最終年度では、NCSと
ドロクロ

~ル の 2案剤に紋 り、施用三要素肥料
の組合せを変えることによ

って、徒長をfnl止する方法なら
びに堆肥の施用が土壌中

の線虫相に変化をもたら
し、これがネグサレ

センチュウの生息密度抑制におよぽ
す影響も合せて検討 したo

本試験を実施するにあた
り、終始ご指導をいただ

いた農林省林業試験場保護部故
千葉周病科長をは

じめ同科ノ)研究員の方
々ならびに試験遂行に絶大な

るご援助をいただいた岐阜宮林暑
緑が丘苗畑事業

所神出主任、息那山林事業所林技
師に心からお礼申し上げる。

1 昭 和44年 度試験結果

ユ 試 験苗畑

(均 所 在地

岐阜県中津川市 下並松
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虫案剤防除試験に引き続
いて同
一個所に設定 したo生 息す

る線虫の種類は、キタネ
グサ レセンチュウ

を優 占種 として
ユミ′` リセ ンチ ュウも確認され

てい る。生息密度は、試験開始以来
、遂年著 しく増加

の傾向が認められ、無処理区
では、激害 を塁 したo

(勧 気 象の概況

試験地最寄 りの観測所
にて観 allした生育期間中

の気温 と降水量は、表
-1の とお りである。 これに

よると降水量は、生育期前半
にて平均以上、後半で平均降水量

を下回つている。気虚は、
6、 7月 に

ゃや低め、以降は平均並み
で推移 している。

2 試 験方法

(D 施 業

Pの 3案 剤 を供試

根切処理の効果な



樹種 と苗令  ス ギまきつけ苗

まきつけ  4 月 2 3 日  1 5 θ / 〃

発茅促進   2 4 時 間水道水に浸漬 したのち、テ クラム剤を種子重量
の 3 % を 塗布。

表 - 1  昭 和 4 4 年 気温 と降水量の経過

区 分 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月

気 温 ℃
平 均 159 208 249 255 222 156

4 4 年 172 197 239 255 224 156

降水量π7
平  均 1510 2438 2681 2178 2307 1481

4 4 年 153 290 317 215 171 5 7

12)案 剤の施用

施用時期   NCS、 アイオピクリンおよびEDBは 、 4月 28日 。 5121粒 剤、シミル トンは

5月 13日 。 (地 中温 度 :15mに て 14℃ )

ガス抜き耕私  5月 6日

施用方法

a NCS 2倍 液 を 5 CCCC/穴 、 30卸 FFq隔ちどりに深 さ 15切 に点注後
ビニール布でガス抜 き

耕私 まで波覆 した。

b EDB 原 液 を 3 CC/穴 同上の方法で点注後校覆せずに放置 したo

c ア イオピクリン (主 成分 :ク ロ
ールピクリン )同 上の方法により点注後 ビニ

ール布にて被覆 し

た。

d 5121粒 剤  60フ /〃 を 15伽 の深 さにすき込んだ。

e シ ミル トン 1,500倍 液 を 5そ /〃 まきつけ直前に濯注o

(鋤 試 験区の配置

試験区は、対照区を含む 7処 理区の 3回 繰 り返 し乱塊法配置としたo lブ
ロットは、 2、6初 ×1.2

″の大きさとして、プロント間には、 30卸 巾の板枠 を埋め込み隔絶 した。

(り 立 枯病菌の接種

農林省林業試験場から送付 を受けた、
フザ リゥム (FP-2)、  リ ガタトニア (RC-21)両 菌

をフスマ、米ぬか、水 (1:1:1)の 培養基に 25日 間 3角 フラスコ内に培養 して、 1プ
ロツト当

り240フ を 4月 23日 表土に混入 した。

(例 残 留根中のネグサ レセンチュウの調査方法

ガス抜 き耕私の際、処埋区毎に残留根 を採集、ビ
ニール製網袋に入れて、地下 15例 の深さに埋め

込み、定期調査時期毎に堀 り出 して分離用試料 とした。

5 調 査結果と考察

(1)処 理剤の殺線虫効果

ネグサ レセンチュウの生息密度調査結果は図
-1～ 2に 示 したとお りである。 これによるとネグサ

レセ ンチュウの生息密度は、著 しく高 く、アイオピクリン区における秋期
の調査結果では、細根 1夕

当 り2万 頭 を越すほどのプロットもあった。

上壌中における楽剤別の処埋効果についてみると、
NCS、 アイオピク リン区では、処理後、線虫

の生息密度は、急激に低下 して、ほとん ど皆無の状態になる
が、 7月 頃 より戻 りはじめ、 9月 から10

月にかけてピークを示 した。 この頃では、FtB根中の生息密度は、対照区を迄
かに上回って、 1万 頭 を

越 えている。

( 2 ) 残留根中のネグサ レセ /チ ュウの消長

残留根の調査は、 4月 2 8 日 に前年度の供試苗を堀 り取った時
から開始 したため、実際には、生育

中の細根の生息密度 となっている。 首木か ら切断された
のちの生息密度は、案剤処理の有無にかかわ
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りなく急激に減少 して、 3か 月後には、ほ とん ど

線虫は、消滅 した。 しか し、案剤 を施用 したとこ

ろでは、消失がより速やかで、 とくにアイオピク

リン、 N C S で は、完全な殺線虫効果が認め られ  6 ∞

た。 (図
- 3 )

0  土 壌害菌による被害           僚 3∞

種子の発芽以降における立枯病の発生は、はと 出

ん どみ られなかった。 しか し、 7月 4日 に調査プ
顕 4∞

ロット内 ( 2 5卸 X 2 5碗 X 2個 所 )の 発生本数
負

を調査 した ところ、表
- 2に 示 した とお り、N C   3 0 0

S、 アイオピクリンの 2案 剤施用区では、発芽本

数が多 く、A検 定の結果では、危険率 1 %で 対照

区 との間に有意差が認められるなど殺線虫効果の

ほかに殺菌効果も認められた。

1 4 )苗 木の生育状況
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秋期の生長休止 をまって、高木の堀取調査をし

たところ、表 -3～ 4の とお りの結果 を得た。  図
~1 土
壌中のネグサレセンチュウの季節的消長 (坪

碧崖S

案剤別の生育についてみ ると、アイオピクリンは、薬害によるとみ られる徒長が著 しく、根系は、

細根 を全 く欠いた直根型苗木が 9 3 %を 占めている。 5 1 2 1粒 剤では、定長現象は、みられないが

直根型が 8 1 %を 占めている。 E D B処 理 首木は、細根の発達

が良好で標準根型の占める率 も 8 3 %と 最 も大 きかった。

表 - 2  発 芽本数調査結果 (本 /〃 )

処 理 区 名 対  照 シ ミル トン N C S E D B アイオビクリン 5121粒 劇

発 芽 本数 1,244本 1,395 米米 1,779 1,360 米米 1,657 1,331

注※※=危 険率 1%に て有意差を認めたもの。

汎母 :

/メ

1ヽ

皿 昭 和 45年 度試験結果

I 試 験苗畑

(1)所 在地

岐阜県美濃加茂市牧野

岐阜営林署緑が丘商畑事業所

(21  t t  A 4 Eの概況

当該 苗畑は、飛弾川が濃飛平野に入って木含川に合流す る地

点に形成 された河岸段丘にあるため、下層に石蝶 を多く合んだ

砂質壌土で透水性は良 く、地味も比枝的良好である。高畑の総

面積は、約 20h a、 施業地は、 14 5 h aで ぁる。昭和 36

年の開設以来、主 としてスギ、 ヒノキ苗の養成 をおこなってい

る。

根組織中のネグサレセンチュウの

季節的消長 (昭和 44年 度 )

試験地は、前年におこなった生息調査から、最 も密度が高 く

苗木の生育が不良であった区域の一角 を選び設置 した。生息す

る線虫は、キタネグサ レセンチュウが多 く、次いでイシュクセ

ンチュウに少数のユ ミハ リセンチュウなども検出されている。 図 _ 2
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因-3 残 留根中のネグサレセンチュウの

季節的消長(昭和 44年 度 )

(鋤 気 象の械況

峡阜地方気象台において観測 した、当年 4月 から 1 0月 までの雨量 と気温は、表
- 5の とお りであ

る。 これによると雨量は、 6月 の長梅雨によ り、平年の 8 6 %増 と異常な量が記録された反面、 7～

8月 は、寡雨 となるなどかな り不願な経過 をたどった。

表
― 45年 気温 と雨量の経過

区 分 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月

気 温

℃

平  均

45年

1 7 5

1 9 1

2 1 7

2 0 8

2 5 9

2 5 8

2 6 7

2 7 0

2 2 4

2 3 9

1 6 2

1 7 0

降水量 平 均

45年

1 8 3 2

1 9 2 0

2 5 4 5

4 7 4 0

2 4 0 9

1 9 5 5

1 7 7 0

9 0 8

2 5 9 4

2 4 7 5

1 6 3 1

1 0 8 5

表-3 根 型別得苗本数 と割合 (昭 和 44年 度 )

処 理 区
根型別本数 と百分比

計
標  準 直  根 奇  型

対 照

424本 157 605

7 7 0 % 186 100

ン ミ ル ト ン
577本 138 735

757% 223 100

E D B

560本 121 3 684

825% 172 100

N C S

410本 309 751

5 4 6 % 411 100

アイオ ピクリン
64本 880 949

68% 927 100

5 1 2 1 粒 剤
1 0 3 本 557 687

1 5 0 % 811 100

表
-4 苗 木の生育状況調査結果 (昭 和 44年 度 )

処 埋 区
7月 4日現在

発芽本数/〃
平均苗長

生 重 量 / 本 絶 乾 重 量 / 本

地上部 地 下部 TR率 地上部 地 下部 T R 率

対    照

シ ミル ト ン

E  D  B

N  C  S

アイォピクリン

5 1 2 1 粒 剤

8 3 0 本

9 3 0

9 0 6

1 , 1 8 6

1 , 1 0 4

8 8 8

6 5 ` れ

6 0

5 6

6 1

1 2 1

6 6

0 6 6 ′

0 5 9

0 5 6

0 6 0

2 0 0

0 7 4

0 3 2 フ

0 2 8

0 3 2

0 2 5

0 5 2

0 2 4

2 1

2 1

1 8

2 4

3 8

3 0

0 1 7 夕

0 1 6

0 1 4

0 1 6

0 4 3

0 1 8

0 0 7 フ

0 0 6

0 0 6

0 0 6

0 1 2

0 0 6

2 4

2 7

2 3

2 7

3 6

3 0



2 試 験方法

(D 施 業

樹種 と苗令  ス ギまきつけ苗

まきつけ   5月 13日  22夕 /プ   発 芽率 28% 種 子消毒は、 44年 度 と同様。

根切処理    9月 3日 (根 切区のみ 〉

表 -6 施  肥  量

0 案 剤の施用

施用時期 NCS、  ド Pク ロ
ールは、 4月 23日 (地 中温度。地下 15例 にて 175t)、 テクラ

アーPは 、 5月 2日 。

ガス抜き耕転   4月 30日

施用方法  NCSは 、前年度 と同様。                  .

ドロタロールは、原液 3 CC/穴 をNCSに 準 じて施用。 テラクア
ー Pは 、 80β /プ を 15御 深

さにす き込んだ。

13)其 の他 立 枯病菌の人工接種は、おこなわなかった。 また、残留根の調査方法は、前年に準 じ

ておこなった。

5 調 査結果と考察

(D 発 茅本数

発芽出揃い をまって発芽本数調査をおこなった結果は、表
-7の とお りである。

NCS処 理区では、対照およびテラクア
ーP区 に比較 して、前年度 と同様に発芽は、良好であった。

表 -7 7月 20日 現在発茅本数 (本 /〃 )

肥 料 の 種 窺
成  分   量   夕 /〃 完全施肥区

♂/Pl o t
窒素半量区
′/P10t

N P K

ヤナ  V  ` ら  ん

石 灰 窒 素

硫酸 アンモニア

過 りん 酸 石灰

塩 化  加  里

4 4

7 . 8

7 . 8

1 5 4

101

4 5 0

1 1 1

1 1 3

2 6 4

5 0

4 5 0

5 6

5 6

2 6 4

5 0

計 2 0 0 2 0 0 1 2 0

処 理 区 名 発 芽 本 数 処 理 区 名 発 芽 本 数

対 照

テ ラ ク ア ー P

N C S 十 根 切

1 , 4 4 1

1 , 4 4 1

1 , 5 9 0

1 1 7 6 2

ド rl ク  ロ  ー   タレ

ドロ ク ロー ル 十 根 切

室素半量 ドロクロ
ール

1 , 5 7 5

1 , 5 0 8

1 , 4 6 0



( 2 1  苗畑雑草発生量

まきつけ時から、 7月 3日 までの 5 2日 間に発生 した雑草量 を調査 した ところ、表
- 8の とお りの

結果 を得た。

これによるとN C Sを 施用 した箇所では、雑草の発生量は、比較的少ない傾向が うかがわれる。お

そらく土壌中にある雑草種子が処理によつて枯殺 された結果 とみ られる。 この傾向は、処理直後に著

しく現われるが、 日時 の経過につれて弱わまり、 7月 2日 以降では、肉限的にほとん ど差は、認め ら

れな くなった。

( 3 )残 留根中のネグサ レセンチ ュウの消長

前年作付け首木 を堀 り取 りしてか らの日が浅いため、案剤施用時点におけるネグ
サ レセンチュウの

生息密度は、かな り高い水準を示 していた。 しか し、処理後は、急激に減少 して、
いずれの楽剤につ

いても顕著な処理効果が認め られた。 (図
- 4 )

( 4 1  土壊中のネグサ レセ ンチュウの消長

いずれの楽剤も顔著な処理効果が認められるが、なかでもN C S施 用の 2区 では、処理直後か ら8

月下旬まで線虫の分離検出頭数は、零ない しこれに近い荻4直で推移するほどの際立った抑制効果が認

められた。 (図
- 5 )

( 5 )細 根組織中のネグサ レセンチュウの消長

当該苗畑におけるネグサ レセンチュウの生息密度が著 しく高かったことか ら、薬剤の処理効果は、

かな り明瞭な差 となって現われた。供試案剤のなかでは、土壌中における消長 と同様、N C Sが 終始

卓効 を示 したのに対 しドPク ロ
ールを施用 した 3区 の うら、 ド ログ'一 ルおよび窒素半量 ドPク ロ

ー

ル両区では、 8月 下旬以降の生息頭数は、急激に増加 して、 1 0月 下旬現在の調査時には、細根
1フ

当 りそれぞれ 1 4 , 0 0 0と 1 6 , 0 0 0頭 を越えるほどの数値 を

示 した。 (図
- 6 )

( 6 1  細横組織か らの上壌害菌の分離検出

ネグサ レセンチュウの寄生が根 ぐされ被害に及ぼす影響をみ

るため、秋期 2回 にわた り、各プロットからそれぞれ 5本 の生

長不良苗 を採取 してフザ ツクム属菌の検出 をおこなったところ

表
- 9の 結果 を得た。

分離結果によれば、格ガJ薬剤処理によるとみ られる効果は、 1仰
。

認められなかった。

一 対照

一・一NCS十根切

一“~ド
孫折
ル

や‐‐‐‐
雫香湛 ル

月/日 ツ23処理前  シ 21処理後  6/26

図 -4 残 留根中のネグサ レセンチュウの

季節的消長 (昭 和 45年 度 )

検

出

頭

孜
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図
-5 土 壌中のネグナ

レセンチュウの

季節的消長 (昭和 45年 度 )

差 - 8  雑 車発生量調査結果

図-6 根 組織中のネグ
サレセツチュウの季節的消長

(昭和 45年 度 )

注 : ま きつけ ( 5 月
1 3 日 ;か ら7月 3日 までに発生

した雑車量/3プ

恨組織から分離されたFusavlum Sppの
検出頻度 検 出点教/分 離点数

表

レブ トマイ

‐16-

表
―

昭 ラクアーP NCS NCS十 根切 ドPク ロ
ール ドロクロールや恨切 罪 量挙路

雑 車 の 種 類 雄 ☆ 廟 生音 昌 険期 士責侵 艘 士青 昌 麟 十重畳 郷

354
株本教

183 121
128 428 249 593

195

1

1 1

其の他ホモノ科
1 1 1 1

８

一
９

1 2

5
5 5 6

ア レ チ ノ ギ ク 6 7
17

ウ 5 197

159 318 5 1
1

ナ 7 6 3
2 5 2 〕

6 3 1
1

2

ス ペ  リ  ピ  ユ

3

5 8 3
3

其の他非ホモノ科
4 1 6

365 507 820 77C
141 168 278 113 300

204 132 4bb

却 対  照 テラクアーP N C S NCS十 根切 ドP クr l ―ル

3 / / 8 5

ドP クロール
十 根 切

2 ン/ 8 5
誘
一外8月 7日 5/85 2/85 0ン/85 2//55

1 0月 8日 3//90 3/90 1/90 5/90 o/90 6/90 o / 9 0

ヵ 炉 用

注 :次 亜塩素酸
ソーダ 20倍 液浸漬後ス ト

シン個用ジャガイモせん汁寒天培表基
を便用。



( 7 1  苗木の生育

苗木の生育状況についての調査結果は、表
- 1 0 ～ 1 1 に 示 したとおりである。

表 - 1 0  根 型別得苗本数割合 (昭和 4 5年 度 )                 単 位= %

処 理 区 名
査
数
調
本

標 準 根 型 型根直 奇 型

/」渭十抑縮
5-10 10u5 切ト

め
ま
/J言ヽ十抑端

声10 10u5 柳丼
|て十飾
縮

1 lb15
15御
I J 卜

照

テ ラ ク ア ー P

N   C   S

N C S 十 根 切

ド P ク ロ ー ル

ドPク ロール十脚

塗男亭機曇ドロク「I―ル

対 3 0 3 本

2 9 7

3 1 8

2 8 2

3 1 6

3 0 6

3 2 1

224

10

317

572

154

326

38

225

28

91

403

404

171

160

72

０

５

５

２

っ

1

1

541

673

667

755

324

480

159

０

　

■
　
　
　
　
　
　
　
　
３

7 6

2 6 6

8 2

8 5

2 5

9 5

6 9

0 3

4 7

2 0 4

1 2 4

2 2 1

1 9 3

2 8 7

47

2■

415

212

46●

139

327

333

230

661

503

822

145 ５

　

　

■

，

７

３

0 4

0 3

1 0

■3

20

15

15

■7

■9

表
-11 苗 木の生育状況調査結果 (昭 和 45年 度 )

処理

区名

根型の

区 分

平均

苗長

平  浅

駈 離

平 埼 生 重 量 平 均 風 乾 重 量 平 均 絶 乾 重 量 弱さ度

雄 部 地下部 TR率 地上部 地下部 TR率 卿 地下部 TR率

対

照

標準型 048 019 2 5 018 007 015 006 2 8 3 3

2 4 2 9
直根型 045 011 021 009 018 007

奇 型 036 012 015 006 014 006 3333

ア

　

Ｐ

テ

ラ

ク

標準型 112 039 040 012 035 011 1925

直根型 119 026 043 011 038 010 1814

Ｎ

Ｃ

Ｓ

標準型 121 208 075 2 8 076 024 069 021 1592

直根型 118 174 050 064 019 058 016 1844

Ｎ

Ｃ

Ｓ

十

根

切

標準型 100 161 080 057 023 05】 020 1754

直根型 123 158 052 058 018 3 2 052 018 2121

奇 型

ド

Ｐ
ク

ロ
ー

ル

標準型 139 261 084 o98 028 088 024 14■ 8

直根型 166 278 053 106 021 094 018 1566

奇 型 103 075 012

＋
　
根

切

ド

ロ
ク

ロ
ー

ル

標準型 114 1 7 191 076 071 023 064 021 1606

直根型 144 260 062 103 024 092 022 1398

奇 型 102 133 033

ド

ロ
ク

ロ
ー

ル

窒

素

半

量

標準型 139 2.82 074 105 027 096 024 1324

直根型 163 302 054 116 022 ■03 020 5 2 1405

奇 型 131 183 033 083 016 5 2 066 016 1578
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対照区における苗木の生育は、立毛当初か ら高密度のネグサ レセンチュウの寄生 を受けて、極めて
悪 く、案剤処理区 との間に格段の差 を生 じた。 とりわけ根系は、主根 を欠いた奇型根が全体の 32%
を占めた。 また、苗長も 10mを 越 える苗木は、 3o3本 の調査苗木の うちわずか 1本 に過 ぎなかっ
た。処理薬剤別についてみると、NCsが もっとも良好な結果 を得ている。 とくに根切処理区では、
苗長 15御 以上の徒長苗は、著 しく減少 して、 10～ 15伽 の標準苗長得苗率は、処理区中最高 を示
し細根の発達も良好であった。 これを標準根型のTR率 でみると、非根切区の 2.8に 対 し根切区では
2.0を 示 し、根切の処理効果が明療に現われた。

ドロクロール施用区では、直根型苗木が大部分 を占めたのに対 し根切区では、幾分徒長は、抑制さ
れて細根も増加 しているものの実用 に供 し得 るほどの効果は、なかった。

窒素肥料を半減 した ドロクロール区では、直根型の出現率は、完全肥料区をやや上回る逆効果す ら
得ているところか ら、この程度の窒素減量では、徒長抑止に全 く効果のないことが判明 した。
テラクアー P(5121位 剤 )で は、標準根型の出現率は、 NCSと ほとん ど同事であるが、上長
生長が著 しく劣 り、標準苗長に達する苗木が少なかった。

なお、苗木の弱 さ度を参考までに示す と表 -1 1の とおりである。 これによると薬剤施用の有無に
より大差 を生 じているところか ら、処理苗木は比較的堅実な形態 を具備 しているものといえる。 しか
し、各種処埋区間では、大同小果の傾向 を示すに過ぎない。

Ⅳ 昭 和 46年 度試験
I 試 験苗畑

(1)試 験場所は、昭和 45年 度 と同 じ。

(2)気 象の械況

降水量は、 6月 まで平年並みない しはゃゃ低めと順調な経過 をた どった。 しか し、そののち7月 中
旬の中断期 をはさんで前後 2回 にわた り、まれにみる衰雨に見舞われ、唆阜地方気象台における観測
地 としては、 1883年 以来寿 3位 の記録 となった。

第 2波 は、 8月 下旬、台風第 23号 の影響 により再びもたらした豪雨は、 8月 29日 から9月 11
日までの 14日 間の降雨 日数は、 10日 におょび降水量は、平年のほぼ 3倍 に達 したことが異常気象
として特筆 される。

これがため、県下各地の苗畑で養成中の苗木に根 じされ被書が頻発するとい う最悪の事態 を招いた。
表 -12 耳 和 46年 気温 と降水量の経過

区 分 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月

気 温 ℃
平  均 175 217 25.9 267 224 162

4 6 年 181 218 259 267 222 157

降水量伽
平  均 1832 2545 2409 1770 2594 1631

46年 2425 1515 5515 309o 3300 1135

２

　

は

試験方法

施業方法

樹種 と苗令

まきつけ

根切処理

施肥量

ヒノキまきっけ苗

5月 1 3日  3 4夕 /〃

9月 2 8日 (対 照区を除 く

種子消毒は前年 と同様

)



処理区名 オガクズ堆肥 硫  安 マ グ ホ ス 塩 化 加 里

准

N ・ P ・ K

P  ・  K

2んタ 2 0 フ

2 0

4 5 フ

4 5

4 5

3 夕

3

3

表
―

( 辞当 り)

( 2 )案 剤の施用

施用時期   4月 2 8日

ガス抜き耕転  4月 3 0日

処理区の種類  N C Sと ドPク ロールについて

a  N、 P、 K十 准肥 :表 - 1 3に 示 したとお り、

用 した。

b N、 P、 K区 :上 記 3要 素 を施用。

c P、 K区 :り ん酸、加里のみを施用。

施用方法 NCS、  ド ロクロ
ールともに前年度の方法に準 じた。

5 調 査結果と考察

(1)発 芽本数

6月 29日 現在の各処理区別の発芽本数は表
-14の との りである。これによると処理区間の発芽

本数に差は、認め られない。

表
― 6月 29日 現在発芽本数  (本 /〃 )

処 理 区 名 発 茅 本 数 処 理 区 名 発 茅 本 数

対 照

N  C  S t t P ・K

N  C  S t t N , P ・K

NCSttNPK十 堆 】巴

1 , 7 0 6 本

1 , 8 3 0

1 , 7 0 3

1 , 7 3 0

ドロクロール十P, K

ドロクロール十N・ P・ K

ドロクロール十NP K十 月翻巴

1 , 7 7 0 本

1 , 8 0 8

1 , 8 2 5

( 2 1  土壌中のネグサ レセンチュウの消長

案剤処理直前における土壌中のネ

グサ レセンチュウ生息頭数は、最高

2 7 4頭 から最低 3 9項 / 3 0 0ヨ

とプロットにより、大巾な局地差が

み られた。 (因
- 7 )

楽剤施用 1 6日 後の調査結果によ

ると、対照区の 2 1 6頭 に対 し薬剤

施用区では、 1 7か ら 3 1頭 と激減

した。その うち8月 下旬まで、その

まま推移 したが 9月 下旬に至 り全般

的に増加 し、 とくに ドPク P― ル施

用区では、顕著であつた。

また、施用 した肥料の違いがネ /

サ レセンチュウの生息密度におよぼ

す影響については、全 く認めること

はできなかった。 図-7 土 壌中のネグサレセンチュウの季節的消長(昭和 46年 度 )

-19-

それぞれ次の 3種 類の施肥組合せによった。

窒素、 9ん 酸、加里8巴料にオガクズ堆肥 を加



(朝 綱 根組織中のネグサ レ

細根中のネグサ レセ ンチュ

お り、土壌中における消長 と

いる。

案剤の種別効果では、 N C

期に至 って増加 している。

(均 細 根組織か らの土壊書菌の分離検出

9月 1日 と同月 2 8日 の 2回 にわた り、各プロノトか

ら根 ぐされ被害 を受けているとみ られる生長不良苗 5本

を選び、フザ リゥム属菌を分離検出 したところ表
- 1 4

の結果 を得た。

これによると9月 1日 の調査では、フザ ツクム属菌の

検出頻度は、全般的に低 く処埋効果は、明張でなかつた。

しか し、その後、前項で述べた とお りの異常気象が影響

したと思われる原因によ り、 9月 2 8日 現在の調査では

対照区において異常に多い根 ぐされ校害を確認するとと

もに薬剤の処理効果も明確に現われた。 月/自  7/31   ,々 6    9/23   1ク ,

根組織中のネグサレセンチュウの季節的消長

センチ ュウの消長

ウの発生消長は図
- 8 の と

ほぼ同様な推移をたどって

S施 用の 3処 理区では、秋
検

出
4 p 0 0

項

よ 3 つO o

2,Oll

図 -8

表 -15 根 組織か ら分離 された Fusarium sPPの 検出頻度

(昭和 46年 度)

検出点数/分 離点数

i言月i:」  :i::;t告|!::!tii!:対 照 NCSPK NCSNPK
N C S

NPK堆 8巴

ドロクロー

ル P K

ドP クP ―

ル N P K

ドPクロッレ

NPK堆 〕巴

9月 1日 3/30 0//30 2/30 0//30 0//30 1/30 1 / 3 0

9 月 2 8 日 23/9o 5/9o 1/60 0/90 3/90 6ノ/90 9/90

( 5 )苗 木の生育

対照区における苗木の生長は、極めて悪 く標準根型苗の うち苗長 7御 以上の得苗率は表 - 1 6に み

るように薬剤処理首のはば 3分 の 1か ら5分 の 1に過ぎなかった。 言うまでもなく発芽直後か ら高密

度の線虫寄生 を受け、さらに土壊害菌による 2次 的被害 も加わったことに起因するもの と考えられる

が、窒素量 を零に調整 しても処理区間における生長量の差は、ほとん ど生 じないところから、肥効以

上に案剤自体の生長促進効果 も大 きく影響 しているもの と推察 される。

表 -16 根 型別得首本数割合 (帽 和 46年 ) 単位 =%

埋処

調
査
本
致

標 準 根 型 型根直 型奇

勁
未
満

９

１

Ｈ

1匂

以

上

小

　

計

飾
未
満

９

１

Ｈ

以

上

働 小

　

計

諭
未
満

助
以
上

小

　

計

照

N  C  S  t t P , K

NC SttN・ P・ K

NCStN・ P・XD荘封巴

ドロクロール十P・ K

ドロクロール十NPK

ドロクロー/rrNPKth

3 0 0

3 0 0

3 0 0

3 0 0

3 0 0

3 0 0

3 0 0

1 3

0 7

0 3

0 7

1 3 0

8 3

157

1 0 3

5 3

4 7

3 7

1 4 0

22.7

303

323

247

160

237

03

156

184

1 1 6

2 4 ?

2 7 0

2 2 0

3(

6〈

3(

17【

16て

9C

700

,86

730

;40

'97

50 31た

12.,

67

4て

2で

3 7

4 6

141

25(

12〔

25〔

12(

13〈

177

1 0

8 3

6 7

8 6

8 3

1 3 7

1 4 0

20

20

23

27

50

30

て

て

増

ユ

掲

■

７

176

20

10

03

03

折

備

悌

　

１

備

備

206

26

17

03

1,7

06

03



根系に与える影響についてみると、薬剤処理区は、いずれも標準根型が大半 を占めているのに対 し

対照区は、根切をおこなわなかったことも影響 して直根型が 5 2 % を 占めたほかネグサ レセンチュウ

の被害 とみ られる奇型根が 2 0 % 余 出現 した。 ここで注 目されることは、 ヒノキ苗 を使用 した場合、

薬剤処理の有無にかかわ りな く直根型苗の上長生長は、標準根型苗のそれを下回る。つまり地上部の

生長は、地下部に比例 して生長す る傾向は、従来供試 してきたスギとは、全 く異なった傾向といえよ

う。

植村は、オガクズ准肥の施用が寄性線虫の生息密度を抑制す る効果のあることを報告 している。 こ

れを裏付けるべ く検討 したが、 とくにそのような傾向は、認められなかった。

表-17 苗 木の生育状況調査結果 (昭 和 46年 度 )

V  と りまとめ

本報は、昭和 4 4年 度か ら、国庫補助によるメニュ
ー
課題 として発足 した試験の一環 を3か 年間に

わた り担当実施 し得たので、その結果 を報告する。

試験は、ネ グサ レセンチュウ生息頭数の極めて高い 2か 所の高畑 を使用 して、土壌線虫の生息 と苗

木の根 ぐされ技害 との関連性のほかに各種殺線虫剤の効力比較 ならびに苗木の徒長防止対策などを検

討 した。

試験結果 を総括すると次のとお りである。

試験期間中に供試 したN C S (ヵ ―パチ剤 )、 アイオビクリン、 ド Pク ロール (ク ロールピクリン

E D Bそ してテラクアーP粒 剤の 5種 類の うちN C Sと テラクアーPが 全生育期間 を通 じて比較的安

定 した線虫抑制効果がみ られたのに対 しドロクロール、アイオ ピクリンなどクロール ピクリン系薬剤

では、秋期に至 り、括抗作用に似た著 しい生息頭数の増加が認められた。

処理

区名蝕
弱

平均

苗長

平 均

睡

平 均 生 重 量 平 均 風 乾 重 量 平 均 絶 乾 重 量 弱さ度

脚 地下部 TR率 卿 地下部 TR率 卿 地下部 TR率

対

照

瑠 973 473 336 上50 22 293 133 22 190

製 6 2 1106 470 466 413 ■70 25 133

奇 型 423 233 170 063 27 053 353

＋

Ｐ

Ｋ

Ｎ

Ｃ

Ｓ

瑠 2062 1813 1053 540 20 923 490 085

直限型 0 9 1756 1216 7_30 320 646 290 22 110

Ｎ
Ｐ

Ｋ

Ｎ
Ｃ

Ｓ

十

瑠 3256 2430 1293 690 1■63 620 065

製 1110 556 20 463 210 22 4■3 22 168

堆

押

Ｎ
Ｐ
Ｋ
十

Ｎ
Ｃ
Ｓ
十

瑠 1 1 3346 2023 13■ 6 6_30 1150 560 062

製 1 1 1476 850 600 293 20 526 276 127

Ｐ
　
Ｋ

Ｉ
ル
十

瑠 4700 2843 1863 816 23 1650 756 22 050

製 1■40 450 25 483 420 170

Ｐ
　

Ｋ

Ｉ

ル
十
Ｎ

瑠 1 1 4100 2326 1626 726 1420 646 059

て 1700 673 25 686 280 596 223 27

ド 1

ク十
日 N

瑠 3640 2283 1480 690 1326 616 22 060

直鯉 1806 900 743 303 25 666 276



2 残 留根の殺線虫効果

前作苗の根組織中に侵入 した線虫あるいは卵は、薬剤が侵透 し難いために生存 して残 り、次年の発

生源 となる可能性 も考 えられた。 このため、残留根中のネグサ レセンチュウの消長について調査 した

ところNCSあ るいは クロール ピクリン系な どくん蒸薬剤を施用 した場合には、ほ とん ど完全な殺線

虫処理ができることを確認 した。

5 根 ぐされ被害と線虫生息との関係

昭和 45年 度中 2回 にわたって実施 した調査の結果によると、細根組織中か らのフザ リゥム属菌の

検出頻度は、案剤処理の有無にかかわ りなく、格別な差位は、認められなかった。 しか し、昭和 46

年の調査では、 9月 1日 の第 1回 調査後にたまたま異常な降水量に見舞われるなどの気象条件の悪化

が影響 してか、 9月 28日 の第 2回 調査時には、処理間にかな り大 きな差 となって根 ぐされ校害が認

められた。 この事実は、首畑の環境条件が悪化 した場合には、 首木の生理的活力衰退 とともに線虫の

寄生が根 ぐされを誘発 し技害 を拡大 させる重要な動機 とな り得ることを示唆するもの として注 目され

る。

4 種 子の発芽と雑草発生に与える影響

昭和 44年 度では、まきつけ前に土壊害菌を人工接種 したための影響かあるいは土性の相違による

ものかは不明であるが、 NCSお ょびアイオピクリン施用区において非常に良好な発芽がみられ、 E

DB、 シミル ト/、 51 2 1粒 剤区な どとの間に格段の差 を生 じた。 これは、おそ らく案剤施用によ

つて地中腐敗型の校害が防止 されたもの と考 えられる。

昭和 45年 と 46年 度の両年にあってもNCSあ るいはクロ
ールピクリ/系 剤では、対照区あるい

は殺線虫単用剤に比較 して良好な成績 を得たことから、両薬剤の土豪消毒作用は、有効 と認め られる。

なお、NCSを 施用 した個所において、首畑雑草の発生量は、ほかの楽剤処理に綾べて少ない傾向

を認めた。

5 苗 木の徒長抑止対策の効果

殺線虫剤の うちと 'わ けクP― ル ビクリンなどの塩素系剤 を使用 した場合、地上部が巨大化する
一

方、根系は極端に貧弱 とな り、いわゅる徒長苗 となる。 これを抑止するため、次の方法によ り検討 を

おこなつた。

昭和 45年 度では、スギまきつけ苗 を供試 して、試験苗畑における慣行施肥量を基準 として、窒素

成分 を半減す る方法を試みたが、徒長fll上には、全 く効果のないことが判明 した。一方、秋期苗木の

上長生長 を止めるとともに細根の発達 を促すべ く根切を実行 した ところ、NCS処 理苗では、極めて

顔著な徒長抑止効果 を認めることができた。 しかし、 ド 'ク P― ル を施用 した場合においては、実用

の成に達するほ どの効果は、認めるに至 らなかつた。

昭和 46年 度では、供試料種 をとノキに変 え試験 をおこなった ところ、注目すべき結果 を得た。 そ

れは、スギに使用 した場合には、著 しい徒長現象を起 こさせることで致命的な欠陥 と考えられたクr

―ル ピクリン系剤 もヒノキに対 しては、使用上さして問題は、ないものと考えられる。つま り、スギ

とヒノキでは、薬剤に対する反応と向を実にするところから、殺線虫剤の使用は、それぞれの樹極に

適 した薬剤 を選択する必要があろ う。


